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â

.瞪
及
目
論 

見
蕺
等
の
趣
草
印
、刷

配

布

ポ

込

の

取

扱

iz
0
す
.る

0
任
契
約

0
は
余

然

麵

P
入

平

の
ま

お

R

ぃ

.
委
：

g
:

る
：本

可

な

办

.

:

.

ン：
.
'

ズ

：

ふ
.'
'
'
,ロ
、
.
'右
ど
反
對」

.に

.如
'何
^
.設
；立.事
務
に
參
，與
す
る.も

箄

u

署
名
サ
さ
れ
は.
.發
.起
入
：に
非' 

'

す
、
;®
❖

定
款
：の
起
寒
目
貴見

.

#

9

勸
..誘
：等
：0
„行
爲
；

を

，
.

爲
す
も
寒
款
に 

署
名
.せ
^

る
以
上
は
發
泡
入
ビ
，云
ふ
.を
'得
す
.‘從
ゼ
商
法
，
に..於
て
發
®-

に
»'
,
:與
し
^
.る
權
能. 

及
：^

義
務
を
有
せ
す此
點
本

於 

モ
.

丨

タ
ー」

と

與

れ
：i

ブ

ロ

モ
1

タ
J

は

英

法

 

に
：，

於
^

法
典
±

の
：用
：

l
i

な

雖

も

其

意

義

は

採.#
U

ょ
ぅ
士
限
奪
せ.ら
；
れ
す
辆
る_
 

介
る
も
の
に
し
て#®

を
一

」

寒

の
§f
®
.0/
T

に
創
ぐ
立
し
て
之
を
"行
動
せし
め
'ん
.と
企
つ
る
考 

.^

此
肩
的
の
途
行
に
必^

:^

る
お
爲
.を
爲
，す.者」

を
指
：す.
.か
饰
^̂ 

V .モ
ー
タ
丨」

は

声 

歎
b
:華
名
•菩
の
み
な
ら
す
：會
：社̂
設
立
k

»

實
.
上
、法
知
上.

 ̂

1 

'切
0
:輿
を
.合
む
か
：

•

ネ

し

斯

：
の
：
却

く

發

'

起

人

0
激

騎

--
^

廣
く
定
.む
.

乙̂
'と
き
會
.
社

。
の

立̂
：に
：ょ
i
.て
a

寄

を

*

b 

^

■■
?
>者

:1C
,對

,t
賠
；偾
«

務

*
身

«
:加
',す
.る
.上
-1
:
;於

^
許
 

の
，者
. 

.
.

.

奪
四
^

.(

l
l'A
^

論

.
;
.說.：
株
式
富
發
起
人
論
つ
.
. 

第
|
號

へ

H



1

.
1

ずf
 

k

>.--し
_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_________
.

,
,■ : 

'
n

i

l

-
=
g
-

-「

-:
--
;
~<
m〔「

:i
I H
,-
i

^

,!-
;
-̂
:l
-li
^

^

^

^

^

»̂I
;
;
;
x
;
;
;
;
a
^

^

:

^

i

;
.

^

.

.

^

^

^

^

^

^

,

^

^

^

g

^

i?
:

g

^

_

」

:

^

:rg
o

l

:

:

:

i
t
M
f
l
a
f 

I

,
{ 

l
i
c
l
l
s 

—

■
W
^
P
^
^
H
把し

、-
^
'
、

f 

U

H

J
 

v

vi

|

 

_

■

,

」

十
四
卷

* 
c

 

ニ
八
八
：

T

論

m

株̂

♦

社
琰
趄
人
論

; 

0

^

0

 

四

^

對
_
し
.
：發
.
趣
人
.
ム
述
/

微
し
て

.
賠
.
償
«

任
を
：負

は

し

む

る
に
よ
り
て

同
-

一.
の
目
：的
を
.
達
す
.る
を 

得
へ
く
'
商
法

1

四
ニ
條
ノ
四
は
此
趣
旨
に
よ
り
て
取
締
役
及

-

監
査
役
を
し
て
發
：起
人
ビ
述
帶 

せ
し
む
る
場
合
を
認
め

.
た
り
立
法
論
と
し
て

.は
此
規
定
を
攒
張
し
て
取
締
役

.
又
は
傘
*
役
に 

‘ 

' 

あ
ら

3

る
設
*

行
，爲

M

の
.
參
與
者
：に

.

對
.
し
發
起
人
ど
述
ゝ
帶
責
任
を
負
は
し
む
る
も
亦
可
な
ら
.ん 

、
 

之

，
に

反

し

發

f

人
の
.
意
義
を
漠
然
た
ら
し
む
る
の
不
郝
益
は
殆
ん

W

忍
ふ

へ
か
ら
さ
る
も
の

あ
か
‘蓋

し

發

起

人

：の
意
義
明
.確
な
ら
ん
：に

は

第

1

囘
挪
込
の
催
吿
肯
は
正
當
の
權
限
を
有
す
る 

I 

.潜

.：に
よ
り

'て
爲
冷
れ
た
♦
や
否
や
失
權
手
續
も
抓
然
る
や
否
や
第
一
囘
挪
込
は
何
人

^

瓣
し 

.j 

;.

て
爲

.，す，
-
へ
き
，や
創
立
總

#

:0
招
，集
，は

.正

.當
の
權
限
を
有
す
る
者
に
よ

b
.て
爲
さ
れ
た
.ぅ
や
等

の
.關
係
：.は
第
三
，薪

殊

に

株

ま
引
受

X

よ
&

見

て
，容
爲
k

之

を

知

6

卿

る

0
、便
あ

h

a

發
起
人

; 

. 

.

.

.

.

.,.
•.

.

. 

: 

, 

. 

-

I 

' 

' 

W
 

.
に
#

如
て
も

.
a

.
等
.
0
.
:
.權
.
限
.
に
關
す
る
爭

‘を
.
生
.■

す
る
.
.こ
へ.ビ
■
少

な

：
.
か
'
.る
.
.へ
.し

之

に

反

し

發

起

.人 

i 

.
の
意
_

を
明
確
に

'
,せ
_

れ
は
：是
等
の
點
，に
關
し
爭
議
を
頻
出
せ
し
ジ
る
の 

'

..
'

.

バ
、：
:

發
.
起
人
は

.
必
す
し
も
設
立
農
用
を
負
擔
す
る
を
要
せ
，す

,

名
せ
：
3

れ

は

發

起

人

に

非

，す
、例
へ
は
發
起
人
の
，或
.者
か
.
實
質
上
會

1 1
:

.

創
立
.
の
首
唱
*
に
し
て 

0
 

襄
._

‘
，

の
#,の

み

に

.
て

一

劫
の

規
#

を
負

*

す
^

き
合
愆
の
下
^
他
の
發
起
人
姑
信
用
を
利
用

せ

し

む

る

目

6

を

以

：
て

'

定

款

.
に

»

名

し

た

.る

_
場

.
合

に

は

設

立

聲

甩

を

爲

燦

せ
.

s .
5 .
發

'
起

人

在

 

.

§
.

.
和

へ

し

私

.

#

«

な

：
る

場

；
合

.
を

想

，
蹲

す

れ

ぼ

發_
起

人

か

'
全

部

_

.

立

1

用

を

負

«

せ

ー

す

.
反

て

發

 

起

人

外

0

*

か

：
之

を

負

擔

す

る

場

合.
？

.

へ

し

例

へ

a

或

者

か

會

社

を

.
設

立

せ

ん

と

祢

す

る

 

も

拦

己

の

.名

を

發

表

：
す

る

を®

.

ま

す

.

.依

て

；

自

ら

ー

切

の

费

用

，
を

.
負

擔

し

停

人

に

委

モ

ゾ

て

隆

 

«

: /
f

ら

し

む

‘

る

.

®

合

.

あ

る

i

し

_

»

の

如

&

場

合

：

に

は

：

定

款.

に

‘

磐

各

し

た

る

者

は

事

，
實

'

上

，
發

. 

起

人

.

に

#

さ

る

.
か

如

し

ぢ

雖

も
W

法

律

.
上

は

：
.
是

等

0

:
者

.
か

：
發

*

人

た

：

る

な

令

即

ち

設

(

立

.

0

:
舞

 

.
用

を

考

擔

す

る

ハ

こ

ビ

は

發

海

人

^

要

件

に

あ

ら

す

、
會'

.社

か

^

'

立

し

た

.

る

.

.場

合

に

.
設

立

费

用

ビ

 

し

て

：̂

0

に

記

載

'

せ

」

ら

れ

た

る

金

额

は

之

；
を

終

局
.
.
D

於

：
，
て

.

會

社

.
；
に

，
負

»

せ

：
し

：
む

る

を

得.

へ

，

し

. 

ビ

a -
.
も

之

れ

を

：
超

過

し

い

た

る

«

用

は

發

起

人

か

，
之

；

を
.
.負

,*
す

.

へ

き

は

■

普

一

通

な

る

も

前

述

の

如

： 

く

.
發

」

蹲

人

の

一

部

の

へ

者

，
又

は

發
* :
, ^
外

0

:潜

を

し

て

負

擔

甘

し

む

る

を

紡

け

す

又

會

取

か

ボ

 

立

せ

3

る

揚

合

に

は

«

:

法

一

四

ニ

條

ノ

三

は

設

立

'

に

關

し

；

て

：
支.

.出

し

た

る

：袭

用

は

之

を

發

起

 

人

の

負

擔

客

す

ビ

0 .
规

定

.

あ

れ

ど

も

.
此

規

定

は

負

«

:

せ

；

し

：
^

.

へ

§

#

:

«

か

せ

S

る

か

爲

 

め

：#

に

負

：
擔

せ

し

む

一

る

を

得
3

る

晶

喷

れ

ー

般

の

棟

式

引

受A

を

し
：：

て

：I

考

し

む

‘

る

を

 

掃

这

美

旨

を

幸

し

，
た

K

み

に

て

發

#

人

の

「

部

0 .
.

箨

の

み

に

て

又

ゆ

發

賴

人

外
©

:

者

か

，
特

'

浓十四卷：

.(

ニ
.八
’九)

■論，；

'
魏
：

株
式
會
就
發
超
ん
論;-
.

第
九
號
：

五

1̂:



,
0
^
,
$ 
.
 

(

ニ
九
〇

)

論 

>

,耽
株
式

#

洗發越人：論

 

' 

飨九號.
.
く
 

約
を
以

V

設
立
費
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负
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す
る
を
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し
た
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あ
ら
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設
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た
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岑
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'
る
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第
三
潜
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拂

a
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拂
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債
務
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，負
擔
す
'

る
«
も
亦
必
す
し
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發
B

A

た
る
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要
♦

す
例
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は
事
務
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借
入
書
類
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印
刷
發
送
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數
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定
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は
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：起

人

全

貞

か

共
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爲

す

場

合
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內
の
こ
部
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み
：に
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:

る
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へ
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又

發
起
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h
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叙
®

,

す

る
.
'や

と

云
.

へ
は
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又 

は
，,

人
の
發
-
起
人
，外
：

の
：者
.な

る

場

合

に

是

等

の

ぼ
■は

：
'

其

負
. »

部
，分

K
應
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滞
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.
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可
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を
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現
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現
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す
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又
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込
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現
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現
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す
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現
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現
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現
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た
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搡
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さ
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さ
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す
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さ
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右
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よ
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く
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を
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«
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す
る
の

0

思
を
表
.明
し
々

:

:

 

:

 

■

 

..
 

-

.

■
る
も
の
と
：解
す
る
を

得

.：へ

：
し

然

る:^
定

款

が

眞

に寒

款

ミ

し

て

拘
朿
カ
を
生
す

る

は

會

社

威 

立
の
後
に
在
，

5

會
'
社

；成
；立

前「

に

在

り

ヤ

は

：株

式

を

引

受

_け

た

る者

も

定
款
に
罌
名

し

た

る
*
 

も

定

款
‘

の
拘
朿
を
受
く
る
こ
と
な
し
故

に

發

起

人
'
か
定
款
，に
署
名
し
て
之
に
服
從
す
る

の

意 

■M

を
表
.明
す
る
以
上
，：は

：：

株
式
引
受
の
義
務
は
必
然
に
.之
に
伴
ふ
も
の
ミ
云
は
さ
る
可

ら
す
又

株

式

: #社
.：

は

.
独

人

k

.

,

.し

V

株

.
主

.の

集

®

.

 

法

律

± -
別

個

の

存

在

を

有

す

と

雖

も

之

を

實

質

上

 

、
經

濟

!-
-1
‘.ぅ

考

ふ

る

：

_時

ば

株

式

會

.

.社

の

事

業

择

株

.
主

與

 

b

と

云

ふ

も

.不

可

な

し
 

然

A

は

：
發

起

人

か

定

款

を

.作

成

し

て

自

ら

中

心

人

物

ヒ

し

て

此

共

同

の

事

業

を

針

畫

し

な

-
.
か 

ち

會

励

成

立

A

 

P

時

に

之

S

其

關

.係

を

絕

つ

か

如

き

は

事

理

-
に

皮

す

る

‘
も

の

ビ

云

ふ

へ

し

況

ん

や

自

ら

株

主

.
た

' &
す

し

て

鞔

起

人

^

^

る

'

を

得

る

.
ネ

の

ビ

す

れ

は

#

社
，の

事

業

に

對

レ

句

•
' 

.

.

.

.

.

 

- 

-
. 

.

. 

: • 

.

.

.

.

等
の
成
算
無

^

に
，係

.

は
ら
-
.

す
單
に
報
酬
を
得
ん

.

か
爲
め
に
濫

A
V 

.に
‘

會
社
を

®

起
す
る
紫
を
生

' 

す
る
0

弊
あ
.

る

；
；
へ

し

：
是

等

は

I

面
ょ
b

見
れ
は
立
法
論
に
し
て
：解
釋
上
の

«

據
€

爲
す
.を
得 

す
ミ
0

論
有
.ら
ん
も
知
れ
さ
れ
と
法
律
に
於
て

.

明
白
な
る
規
定
無
き
場
合

^

.

は
砮
し
法
#
か 

規
定
を

f j
c

く :

へ
し
ど
せ
は
如
何
.な
る
規
定
を
鄙
く
へ
き
や
を
考
慮
せ
さ
る
可
ら
す
か
か
る
場 

合
に
は
法

^

:

は
，必
然

m

K
r

界
の
安
全

V
- C

利

便

: 0

0

求
す
ヾ
る

.

所
に
從
ふ
へ
し
從

1:
の
如
き 

.

第
寸
|
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：
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脅
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起人論
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第九嫩
 

一二

理
由
も
亦
法
に
：規

定
0

存
す
る
場
合
に
は
立
法
論
，な
る
も
然
ら

S

る
場
合
に

.
解
釋

J b
'

の
命

1

 

た

る

を

妨

け

さ

多

な

ち

•

.

上
述
の
如

く

商
法

か：
發
起
人
を
し
て
定
款
を
作
成
し

且
之
に
署
名
せ

し

む

る

は

.
之

を

し

て

界
.

に

1

般
株
式
弓
受
人
の

^

め
定
款
难
草
の
事
務
員
た
ら
し
め
或
は

^

立
*
務
の
責
任
考
を

•

確
宠
せ
ん
か
爲
め
の
：み
を
自
的
と
す
る

-

も
.
の
A

解
す
る
を
得
す
必
す
や
株
武
會
祉
の
形
武
に

於
：：

て

共

同

の

事

業

を

營

む

目

的

を

以

て

.

自
ら
中
心
人
物
と
し
て
之
を
企
畫
す
る
點
に
重
き
，を

f

 

f

も
の
せ
云
上

：;

へ
し
又
商
法

S

起
人
：
に

.

て
株
式
の

I I

數
を
引
：受

く

る

發

起

設

立

の

一.

外
慕
集
設
立
を
認

^

农

る

：は

發

起

人

を

し
{
株
式
引
受
の
圈
外
に

立
た
し
め
發
起
人
は
設
立

の
窜
務
員
た
る

.

ベ
‘

こ
ぞ
を

.

鄹
め

/ 2

る
{ :

非
す
し
て
發
起
人
に
資
力
の
充
分
な

&

 

3

る
*
八ロ

f

c

,

は
發

*

^

立
に
：依
る
能

, ^
.

さ
る
か
故

'

.1

般
公
衆
ょ

^

V

株
主

.

を
得
て
之
か
：補
充

.

を
.爲
す
を
得 

せ
し
め

.ん
が
爲
め

k

外
な
ら
，す

.

以

:±

述
へ
た
プ
力

^

く

:®
i!

人
は
必
す
宋
來
の

.
會
社
の
株
主

.
た
ら
^
る
可
ら
す
從
て
少
ぐ 

ビ

も

一
株
を
引
受
け
さ
る
可
ら
す
ど
す
れ
は
次
に

0

る
へ
き
間
題
は
，株
式
の
引
受
は
發
®
人 

た
/

*0
0

{
 

f

办，
^

或
は

&

に
其

.

_

務
^

b

や
と
云
ふ
こ
と
是

s

A

換
言
す
れ
は
發
起
、
次

I
K
li

!

I

!

' 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.. -

.

.

.

..

. 

.

-

.

'

.

.

.

.

.

,

• 

. 

; 

* 

.

株
式
を
弓

$

く

る

.‘
華

務を
負
ふ
の
み
な
ら
は
之
を
引
受
け
さ

'■る
こ

と
.に
ょ

■ 

&

II

發
起

人
と
レ

V

の
地
位
を
失

ふ
も

の
な

り

や
^

云
ふ
.に
前
述
の
如
ぐ
未
來
の
會
社
の
株
主
ミ
爲
ら
さ

る

發

起
人
を
認
め
さ
る

«

上
は
株
式
を
引
受
さ
る
發

.
起
人
は
其
地

®

を
矢
ふ
も
の
^
云
ふ
へ
き
な

b

即
ち
發
起
人
ビ

4
.

て
の
地
位
は
定
款
作
成
の
時
に
取

#.
す
る
も
其
存
續
の
條
件
と
し
て
株

式
、
.の
引
受
を
必
懇
と
す
る
も
の
な
ヴ
然
ら
は
發
起

A

は
何
時
ま
て
に
株
式
を
引
受
く
る
を
要

す
，
る

や

引

受

さ

：.る

「

場
合

に
他
の
'發
起
入
は
如
何
な
る

手
段
を

採
る
こ
ヒ
を
得
.る
や
在
に
是

.
等
‘

の
s i
'
に
關
す
る
.吾

人

の

所

信

を

述

冬

へ

し
 

/

.
定
款
作
：成

^

同
.啤

に

發

起

人

の

，引

：受

く

：へ:&
株

式

：の
.
.數
を
定
め
さ

&

し
S

き
は
各
發

起
入
の

#

意
を
以

T

別
に
之
を
定
め
さ
ノ
る
可
ら
す

此
揚
合
各
骚

超
人
の
引

g

-x
く

ベ
き
株
式

の

數
に
付

V

は
相
互
に
他

.の

«
鸡
人

0
同
意
を
耍
し
過
半
數
を
以
て
決
す
る
を
得
す
蓋
し
發
起

人
の

株
式
別
受
は

K

款

.の

作

成

w

典
に
脅
社
設
立
行
爲

の
棊
礎
を
お
す

.も

の
に
し
て

此
基
输

に
意
見

$

分
裂
あ

i

:

を
許
さ
さ
れ
铽
な
從

.
て
發
起
人
間
に
於
け
る
株
式
の
割
當
に
付
へ

1

人
，に

_て
i

反
對
激
あ
名

S

き
は
«
め
に

設

立
行
爲

0

進
行
を

妨

く
る
こ
ビ
ビ
な
る
へ
し
此
場

合
^

は
少
數

.
の
反
對
者
を

.

脫
退
せ
し
一
め
.
て
.
他
の
者
に
、て

(

法
®

數
を
維

.

.持
す
る
以
上

)

設
立
行
爲

,
鲔

十

四

卷

，ぐ
ニ

'

九
七)

,

論
/

說

株

忒

會‘社
驳
越
人
^

^

^
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九
躲

 

-

H



,

雜
十
四
潘

(
一
}

九八

)

.:
!

.
論

.，跳
株

^

曾
‘社
發
越
人
論
 

第

九

號

一

四
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を
進
む
る
の
外
な
か
る
へ
し

 

:
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.

.
:

. 

.

. 

-

:

:.'.
.

. 

.

.

.

.

. 

.

1

發
起
人
の

' 

株
式

」
引
受
：は
書
面
に
依
る
を
要

'
せ
S
 

ロ 
.領

の
意
思

.
表
示
を
以
て
す
る
も
可
な

..P

一
：

-
'
.
: 

; 

.
'
■■
■;
.
.:*
.■;
■
:■
■:
;
.

 

:

,
 

.
::
■

: 
.
.
.
_■.
.、

.. 

：

：

.
'

此
：點
は
：

一

般
の
株
式
引
受
人
の

•

功
受
ビ
：異
る
蓋
し
發
起
人
の
會
社
の
株
主

^

な
る
' 

へ.

き
M

思 

表
示
は

.

定
款
作
成
に
よ
ら
て
爲
さ
，れ
發
起
人
間
の

.

株
式
の
割
當
槔
唯
其

*

量
を
決
定

.

す
.る
の 

へ
み
な
る
か
爲
め
な
る
へ
し

：

.

. 

：

•

 

-

 

-

 

-

 

4.

 

,

2

、
.

發
起
人
の
一
人
か
株
式
引
受
の
意
思
表
示
を
爲
冷
さ
る

ど
き

は
他
の
發
起
人
は
意
思 

表
示
；に代

^

へ
S

钊
決
を
以
て
其

.?1

受
&

强
制
す
ゐ
：

Z

.̂
.
を
得
へ
き
，や
は
第

 

一
K

/發
起
人
間 

の
极
本
の
契
約
に
よ

6

^

定
ま

.
る
も
の
と
い
ふ
へ
し
發
起
人
間
の
契
約

(

11)

に
よ
り
て
«
互
に 

發
起
人

^

'
し
て

_
株
式
を
弘
受
く

:;

へ
き
義
務
を
負

a

た
る
場
合

.
に
,
は
，.發

昶

人

相

互

に

株

式

引

受
 

の
請
求
を
爲
し

.
得
'

へ
き
说
當
然
な

：

&

之
：に
反
し
定
款
作
成

«

豸
自
體
に
よ
^
て
發
起
人
間
に

.

I
, 

■
,
 

'
.

.
»

の
如
き
權
利
義
務
か
發
生
す
へ
き

.
や
'̂

付
き
て
は
疑
な

'
き
に

.
ぁ
ら
す
.定
款
の
作
成
を
契
約 

S

^

と
す
れ
は
發
起
人

.間

；
に

，
相

互

に

權

利

義

務

の

.發
生

.す
へ
き
こ
，

-

論
を
俟
た
す
？
雖
も
定

歎
：.

ジ：'
.

作
成
を
以

.

て
.
.
.
.合
同
.

行
.
，爲へ
な

h
ŷ
.

:t '

れ
.

は
.

合
.
.
.同
.

的
'

意
思
：表

.

示
.

の
.

當
事
#

■

た
..る
發
起
人
關
に

• 

• 

• 

. 

, 

. 

:

. 

.

.

.

. 

S 

• 

> 

• 

. 

*
.
*

權
_

義

務

：
の

發

生

す

，
る

こ

：

U

を
以
て
當
然
の
結
果

i

爲
す
を
得
さ
る
へ

し

然

れ
と
一
，
'

面

よ
'
办

■

 

I

 

» 
,

' 

■

:

.

 

.

.

 

.

.

 

:

.

 

:

 

.

 

-

-

-

-

見

れ

，
は.
發

魁

人

か'
定

款
'
を

作

；成

す'.ふ

は

，決

し

て

备

自

單

獨

.に

會

社

を

成

立せ
し
め
ん
乙
す
る 

，意

思

：
を

有

し

此

韙
|
思」

か
偶
然

一：
致
し
^

る
も
の
に

非
す
し
て
相

$

に
相
手
方
の
同
一
意
思
を 

意

識

，し

相

互

に

相
.手
方
の
共
同
を
條
件

_

し
た
る
も
の
に
外
な
ら
％
從
て

0
0
.
人
は
.相
互
に 

他

：の

發

：起

：
人

か
|
株

：：式

ら.引〈

受
.
け
.

て
發
起
人
た
る
め
地
位
を
維
持
す

.

る
，に
付
き
法
律
上
の
利
益 

を有するもの云

a

得
へ

:

き
か
如
し
從
て
：裁
判
上
株
式
の
引
受
を
强
制
し
得
へ
き
か
如
し 

V」

雖
も
此
場
合
に
は
；

一

株
以
上
の
：引
受
を
强
制
ず
る
を
.得
す
從
て
實
際
上
の

效

舉
は
頗

る
雜

——

 

.

...ノ
 

—

：
.
- 

; 

. 

-
 

.:■

.
:
'

弱
な
る
を
免
：れ

.

す
；.
之
：
に

へ

反

し

て

契

約
.

に
，基

き.
て
，株
式
の
可
受
を
强
制
す
る
場
合
に
は
契
約
に 

.

1

&

て
定
ま
ト
た
る
株
數
を
引
受
け
し
む
る
‘を
得
へ
し

3

、—

發
«
人
の

,1

人

：か
；株

式

を

弓

，受

け

^f

る
場
合
に
裁
判
上
.之
を
强
制
す
る
を
得
る
ビ
す

...:
: 

,
'
:
'

.
.
.
—

•;
:
:
.
•
,

'

 

: 

. 

■ 

. 

, 

/

る
も
之
か
爲
め
に

.

時
；日
を
遷
延

.
し
_

て
，時

機

を

失

し

或

は

設

立

.計

畫

の

不

信

用

を

世

間

に

暴

露 

.

し

實

際
^

於
て
害
：あ
：̂v

セ
益
な
し

.

故
に
此
場
合
其
發
起
人
を
除
外
し
て
他
の
發
起
人

(

七
人
以 

:

上
あ
る
く

き)

の
み

ヾ
に
て

或
は
別
に
*
起
人
を
加
入

せ
じ
め
て

株
^

の
總
數
を
引
受
く
る
こ

W

，を

妨

け

ず

此

場

合

に

は

株

式
'
の
引
受
を
爲

.

さ
さ

&

し
徼
®

人
紱
脫
退
を
爲
し

'

た
る
も
.の
に
し

,

 

•

 

•

 

•

 

.

 

.

.

. 

•

.

て
他
の
發
起
入
も
亦
册
脫

»

に
同
意
し
た
る
も

0
士

解

し

得

へ

し

、

.
 

,
 

• 

.
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气

發

起

人

の
1

 

<

か
株
式
を
引
受
け

S

.
る
場
合
に

'
他
の
發
起
人

(

七
人
以
上

)

の
み
に
て
又 

ゅ
新
：
'
に
發
起

A

を
加
入
せ
し
め
て

.
株
式
の

.
，
一

部

を

引

受

け

他
0-
部
分
に
付
き
株
式
の
慕
集
に 

着
手
し
た
な
時
は
株
式
を
引
受
さ
り
し

®

起
人
は
脫
退
し
他
の
發

A

人
は
其
脫
退
に
同
意

し 

た
る
も
の

^

解
す
へ
き
な

i

蓋
し
他
人
を
し

p

株
式
を
引
受
け
し
む
る
前
に
^
起
人
自
ら
株 

式
を
引
受
け
以
て
典
發
起
人
ヾ

」
し
て
の
地
位
を
確
立
す
、'へ
き
は
事
理
の
當
然
な
る
に
其
時
期 

に
帛
る
：，

も

何
株
式
を

.引
受
け
さ
る

«

發
起
人
を
脫
退
す
る
の
意
，思
ぁ
る
も
の

ビ
云
ふ
へ
ぐ
又 

發
起
人
の
一
人
か
株
式
を
⑴
受
け
さ
る

::
.
:を
知

y

つ
つ
株
式
の
募
集
に
着
手
す
る
は
其
脫
退
を 

承

認

す
6 

_

の

意

思
.

ぁ

る
^ :
0 -
.
と

解

す

る.
を

得
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